




要約:NICU より退院の中枢神経系発達障害児に内在する発達可塑能力を限りなく引出そう

とする療育センターの機能を発揮させるべく「療育センター病院」の建設計画は、初年度

に於ける地元の協力による土地の獲得に、次年度の構想図の熟成を廻っての討論を経て、

本年度はいよいよ建設を目前にして、構想の一切が果たして本当に障害克服のための努力

に集中されているだろうかと幾多の修正を重ね、さまざまなアイデアの集積を試み、最終

的に、「発達障害児と老齢障害児との統合療育病棟」の医学的適合性及び、「最重度脳障害

児療育病棟」に於ける新しい医療開拓の責任を見出そうとしている。 


